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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】屋根にトップライト等の開口部を設ける構成に
おいて、雨仕舞い性に優れた構造を形成できる屋根表面
に形成される開口部の納め構造を提供する。
【解決手段】透光材４は、透光材本体、或いはその周縁
に上枠体又はフレームを一体的に組み付けてなり、防水
層は、板状材として、開口部に相当する孔部を有する一
枚のみの非透水性の弾性体からなるシートか、複数のシ
ートを開口部の周囲から延在させ、隣接するシート同士
を一体的に重合接続してなり、開口部の周縁に位置する
端縁を内縁とし、その反対方向の端縁を外縁とし、防水
層の内縁のうち、開口部の桁行き方向及び水上側の縁部
に位置する内縁は、透光材４と開口部周縁の下地とにて
挟持され、防水層の外縁は、開口部の外側に配した屋根
材の裏面に位置し、開口部Ａの水下側に配される防水層
の水下側の外縁が、外周用屋根材のさらに軒側に配され
る屋根材８ａ，８ａ'，８ａ"の棟側成形部上まで延在す
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　屋根に設けられる開口部の周縁に、孔部を備える防水層としての板状材を配設し、該防
水層の孔部を覆うように透光材を配設した納め構造であって、
　前記透光材は、透光材本体、或いはその周縁に上枠体又はフレームを一体的に組み付け
てなり、
　前記防水層は、前記板状材として、開口部に相当する孔部を有する一枚のみの非透水性
の弾性体からなるシートか、複数のシートを開口部の周囲から延在させ、隣接するシート
同士を一体的に重合接続してなり、開口部の周縁に位置する端縁を内縁とし、その反対方
向の端縁を外縁とし、
　前記防水層の内縁のうち、開口部の桁行き方向及び水上側の縁部に位置する内縁は、前
記透光材と開口部周縁の下地とにて挟持され、前記防水層の外縁は、開口部の外側に配し
た屋根材の裏面に位置し、開口部の水下側に配される防水層の水下側の外縁が、外周用屋
根材のさらに軒側に配される屋根材の棟側成形部上まで延在していることを特徴とする屋
根表面に形成される開口部の納め構造。
【請求項２】
　板状材には水返しが設けられていることを特徴とする請求項１に記載の屋根表面に形成
される開口部の納め構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、屋根にトップライト等の開口部を設ける構成において、雨仕舞い性に優れた
構造を形成できる屋根表面に形成される開口部の納め構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　建築物の屋根にトップライト等の開口部を設ける場合、次のように行われている。
　１．開口部周辺の屋根材を立ち上げる。
　２．開口部と屋根材との取り合い部分に防水材としての捨て板を配設する。
　前記１の方法は、例えば特許文献１に記載の構成があり、金属平板を折り紙のように折
曲することにより、略筒状の頂部に開口部を形成する方法であり、隅部を折曲加工にて形
成して隅部からの漏水を防止しようとするものである。
　また、前記２の方法は、例えば特許文献２に記載の構成があり、屋根材の裏面に至った
雨水を、捨て板上に導き、この捨て板からさらに裏面側へ漏水させることなく、確実に排
水しようとするものである。
【０００３】
【特許文献１】特開平６－１２９０６３号公報
【特許文献２】実開平５－８３１３２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前記１の方法、特許文献１では、毛細管現象等により、隅部からの雨水
の浸入を完全に防止することは実質的には不可能であり、また均等な折曲加工が得られる
か否かは現場の作業者の熟練技術に依存するところが大きいものであった。
　また、前記２の方法、特許文献２では、開口部と屋根材、及び捨て板が、それぞれ金属
板材やその成形加工材で構成されるため、それらの組み合わせ部分に隙間が形成され、特
に複数の捨て板同士の組み合わせ部分に隙間が形成されてしまい、これらの隙間から雨水
が洩れてしまうものであった。
　そこで、本発明は、上記の問題点を解消でき、加工性、作業性、雨仕舞い性に優れた構
造を形成できる屋根表面に形成される開口部の納め構造を提案することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００５】
　本発明は、上記に鑑み提案されたもので、屋根に設けられる開口部の周縁に、孔部を備
える防水層としての板状材を配設し、該防水層の孔部を覆うように透光材を配設した納め
構造であって、前記透光材は、透光材本体、或いはその周縁に上枠体又はフレームを一体
的に組み付けてなり、前記防水層は、前記板状材として、開口部に相当する孔部を有する
一枚のみの非透水性の弾性体からなるシートか、複数のシートを開口部の周囲から延在さ
せ、隣接するシート同士を一体的に重合接続してなり、開口部の周縁に位置する端縁を内
縁とし、その反対方向の端縁を外縁とし、前記防水層の内縁のうち、開口部の桁行き方向
及び水上側の縁部に位置する内縁は、前記透光材と開口部周縁の下地とにて挟持され、前
記防水層の外縁は、開口部の外側に配した屋根材の裏面に位置し、開口部の水下側に配さ
れる防水層の水下側の外縁が、外周用屋根材のさらに軒側に配される屋根材の棟側成形部
上まで延在していることを特徴とする屋根表面に形成される開口部の納め構造に関するも
のである。
【０００６】
　また、本発明は、前記納め構造において、板状材には水返しが設けられていることを特
徴とする屋根表面に形成される開口部の納め構造をも提案するものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の屋根表面に形成される開口部の納め構造は、開口部の桁行き方向及び水上側に
、板状材である非透水性の弾性体からなるシートを防水層として配し、開口部側に位置す
る端縁（内縁）を透過体と開口部周縁の下地にて水密状に保持するので、雨水が浸入する
隙間の形成を防止できる。
　したがって、本発明の屋根表面に形成される開口部の納め構造は、屋根にトップライト
等の開口部を設ける構成において、雨仕舞い性に優れた構造を形成できる。
　さらに、弾性を有する止水材を介在させる必要がなく、挟持することが圧接することに
なって水密状に保持するので、より確実な水密性、止水性が得られるものとなる。
【０００８】
　また、特に板状材に水返しが設けられている場合、雨水の逆流を防止することができ、
裏面側に雨水が浸水することを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】（ａ）本発明の納め構造の一実施例である屋根にトップライトとして設けられる
開口部の流れ方向の端縁構造を示す一部を欠載した側断面図、（ｂ）開口部の桁行き方向
の側縁構造を示す縦断面図であり、シート材の端縁の挟持部分の拡大図を付記したもので
ある。
【図２】図１の納め構造を示す斜視図である。
【図３】（ａ）開口部の端縁構造の一例を示す拡大断面図、（ｂ）他の一例を示す拡大断
面図、（ｃ）他の一例を示す拡大断面図である。
【図４】（ａ）本発明の納め構造の他の一実施例である屋根にトップライトとして設けら
れる開口部の流れ方向の端縁構造を示す一部を欠載した側断面図、（ｂ）水上側における
開口部の桁行き方向の側縁構造を示す縦断面図、（ｃ）水下側における開口部の桁行き方
向の側縁構造を示す縦断面図である。
【図５】（ａ）本発明の納め構造の他の一実施例である屋根にトップライトとして設けら
れる開口部の流れ方向の端縁構造を示す一部を欠載した側断面図、（ｂ）開口部の桁行き
方向の側縁構造を示す縦断面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　なお、以下の説明では、前記「透光材」を「透過体」と表記し、前記透光材の「本体」
を「透光材」と表記する。
　本発明は、トップライト等として屋根に設けられる開口部の納め構造であり、開口部の
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形状等については何等限定するものではない。この開口部を覆うように透過体を臨ませ、
開口部の周縁には防水層として板状材である非透水性の弾性体からなるシートを配設する
と共に、前記シートの開口部の桁行き方向及び水上側の縁部に位置する端縁が前記透過体
と開口部周縁の下地にて挟持される。
【００１１】
　透過体としては、ガラスや透明なアクリル板、網入りガラス等の透光材を使用すること
ができ、特に限定するものではない。後述する実施例のように、その裏面側に結露を受け
るための透過材を配するようにしてもよい。
　また、固定部一体型の透過体（合成樹脂製）や板状の透光材の周縁を保持するフレーム
（上枠体）一体的にを組み付けたものを透過体としてもよい。
【００１２】
　開口部周縁の下地（以下、屋根下地と区別するため周縁下地という）は、開口部の周縁
に配設する板状材を受支するものであって、屋根下地と同様に新設、既設を問わず、さら
に新設の場合も、ＲＣ、木造、鉄骨等を限定するものではなく、既設屋根の場合も防水屋
根、金属、瓦等、様々な屋根に対応することができる。既設屋根に新たに開口部を構築す
る場合も当然含まれる。また、その表面に発泡断熱材（ポリスチレン等）を配したもので
あってもよい。
　前記のように周縁下地は、板状材の裏面を受支するものであるから、鉄骨造の場合には
、母屋や垂木等がシート材の裏面を受支することもあるし、母屋や垂木上に硬質のボード
（下地材）を敷設して下地とすると、そのボートが板状材の裏面を受支することになる。
さらにＲＣ造の場合、コンクリート下地面が板状材の裏面を受支することになる。
【００１３】
　前記周縁下地としては、前記開口部の周囲に前記透過体の周囲の下縁を支持するフレー
ム状の枠体（下枠体）を配したものでもよく、その枠体は、一般的に矩形状に形成される
透過体に応じてその四辺（桁行き方向、流れ方向）に配されるものでもよく、特にその構
成を限定するものではない。
　また、この周縁下地としての枠体（下枠体）は、後述する図示実施例のように透過体の
周囲の上縁を支持するフレーム（上枠体）とビス等にて一体的に連結するようにしてもよ
い。
【００１４】
　板状材は、本発明では防水層として配されるものであり、開口部に相当する孔部を有す
る一枚のみの板状材を用いるようにしてもよいし、或いは複数の板状材を開口部（の周囲
）から放射状に延在させ、隣接する板状材同士は止水材を介して一体的に重合接続するよ
うにしてもよい。
　この板状材としては、後述する外周用の屋根材や一般部の屋根材と同様の素材を表面化
粧鋼板、ラミネート鋼板、メッキ鋼板、ステンレス鋼板、アルミ合金板、チタン合金板、
銅板、真鍮板、鉛板等の公知の金属素材等が適宜に用いられ、必要に応じてロール成形、
或いはプレス成型、或いは両者の組合せにより成形（成型）したものでもよく、その素材
厚は特に限定するものではない。
　また、止水材を必要としない態様として、柔軟性を有する非透水性のプラスチックフィ
ルムのシート、例えば塩ビ系、オレフィン系のシートや、弾性を有するシリコーンゴムシ
ートやブチルゴムシート等を用いてもよい。圧接状に挟持されるものでもよい。或いはそ
の他公知の防水シートでもよいし、塩ビ等の樹脂層にポリクロス、フェルト層、ガラス繊
維基布等の芯体又は補強体が積層された構成の複合防水シートでもよく、特に耐火（防火
）性能に優れた複合防水シートが望ましい。前記の樹脂層に芯体又は補強体が積層された
構成の複合防水シートは、平面方向に対する伸縮変形（寸法変化）が殆ど無く、物理的応
力、特に平面方向の引伸及び厚み方向の圧縮に対する耐性が高く、金属層上において弛み
等を生じにくいという利点がある。
【００１５】
　前記板状材の開口部の桁行き方向及び水上側の縁部に位置する端縁（内縁）は、前記透
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過体及び周縁下地にて水密状に保持されるが、望ましくは止水材を介して密接（望ましく
は弾性を有する止水材を用いて圧接）させることにより、水等が浸入する隙間が形成され
ず、高い雨仕舞い性能を得ることができる。尚、板状材として、前記非透水性の弾性体か
らなるシート材を用いる場合には止水材を介在させる必要はない。
　ここで用いられる止水材は、特にその材料を限定するものではないが、例えばブチルゴ
ム、エチレン・プロピレンゴム（EPDM）、シリコーンゴム等の弾性を有する止水材を好適
に用いることができ、ゴム等の弾性変形可能な定形の止水材を用いる場合には中実状でも
中空状でもよく、或いは定形材に限定するものではなく、液状タイプの不定形材でもよく
、接着剤としての機能を有するものでもよい。前記のブチルゴムやシリコーンゴム等は、
非透水性（止水性）材料であり、且つ弾性を有するので、圧接することにより、水密状に
挟着（保持）できる点で好ましい。
【００１６】
　また、この板状材の他方側の端縁（外縁）は、開口部の外側に配した屋根材の裏面に位
置するようにしたので、少なくとも板状材の外縁側から水が浸水することがない。
　さらに、板状材の外縁には、水返しを設け、雨水の逆流を防止してもよい。この水返し
としては、後述する図示実施例に示すようにフィン状の複数の突起を形成したものでもよ
く、特に限定するものではない。
【００１７】
　開口部の外側（外周）に用いられる屋根材は、必要に応じて一般部の屋根材を部分的に
切除してもよいし、割り付け等の関係から外周用として成形されたものであってもよい。
また、開口部の外側に用いられる屋根材の端部（開口部側）は、透過体（上枠体）に取り
付けられても、シート材と同様に挟持されるものであってもよいし、押縁等（図示「補強
枠体５」）で保持されるものであってもよい。
　このような外周用の屋根材、一般部の屋根材としては、表面化粧鋼板、ラミネート鋼板
、メッキ鋼板、ステンレス鋼板、アルミ合金板、チタン合金板、銅板、真鍮板、鉛板等の
公知の金属素材等が適宜に用いられ、必要に応じてロール成形、或いはプレス成型、或い
は両者の組合せにより成形（成型）したものでもよく、その素材厚は特に限定するもので
はない。
【実施例】
【００１８】
　図１及び図２に示す実施例は、屋根にトップライトとして設けられる略矩形状の開口部
Ａの周辺構造を示すものであり、この開口部Ａを覆うように、ガラス板からなる透光材４
と発泡ゴムからなる環状ガラスパッキン３ａとその上縁を支持するフレーム（上枠体３）
とからなる構成の透過体が臨んでいる。この開口部Ａの周囲には、金属板材からなる板状
材７が配設されている。環状ガラスパッキン３ａ及び上枠体３は透光材４の桁行き方向及
び水上側の縁部のみに配設され、水下側には配設されていない。
　この実施例における周縁下地は、Ｃ形鋼を組み合わせた躯体１１上に野地材１２を敷設
して構築される屋根下地１に固定される下枠体２にて構成されている。
　そして、前記板状材７の内縁は、開口部Ａの桁行き方向及び水上側に位置する端縁にお
いては、透過体（上枠体３）と周縁下地（下枠体２）にて挟持されているが、開口部Ａの
水下側では、透過体が透光材４裏面の弾性成形体である薄層状パッキン材８ｄで板状材７
Dに当接している。
【００１９】
　尚、下枠体２、上枠体３、及び板状材７については、開口部Ａの周囲に亘って配設され
るので、特に開口部Ａの水上側に位置する部分には符号にUを付記し、開口部Ａの水下側
に位置する部分には符号にDを付記して説明する。
【００２０】
　前記周縁下地を構成する下枠体２は、透光材４の周囲の下縁から臨む環状フレームであ
る。
　また、前記透過体を構成する上枠体３は、透光材４の桁行き方向及び水上側の縁部の上
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縁から臨む枠状フレーム（ガラス押縁）であり、環状ガラスパッキン３ａ及びシーリング
３ｄを介して透光材４の縁部を挟持状に保持している。
　尚、下枠体２としては環状フレーム、上枠体３としては枠状フレームを用いたが、透光
材４の三辺、即ち水上側の端縁及び桁行き方向の端縁の三辺にそれぞれ配される三部材を
組み合わせた構成としてもよく、その場合の断面構造も図示実施例と同様なものとなる。
【００２１】
　前記板状材７は、開口部Ａに相当する形状の孔部を有する一枚のみの板状材であって、
裏面側に接着剤層を適宜に設けるようにしてもよく、開口部Ａ側に位置する桁行き方向及
び水上側の端縁（内縁）は、弾性を有する止水材（ブチルゴムシート）７０ａを介して前
記上枠体３（透過体）と前記下枠体２（周縁下地）とで挟持される状態でビス止めされて
いる。そのため、挟持部分が圧接状態となり、水密状に保持されるものとなる。水上側の
他方側の端縁（外縁）、並びに桁行き方向の外縁には、フィン状の水返し７１を表面側へ
突出するように設けている。
　ほぼ同様な構成を有する図３（ａ）の拡大実施例にて説明する。
　屋根下地１上の開口部Ａには下枠体２が取付ビス２０にて固定され、開口部Ａ以外の部
分（周囲の外側）には、バックアップ材６として発泡ポリスチレン板及びハット型垂木で
ある支持部材６'が固定されている。固定した下枠体２の滑り止め用の突起を備える上面
には、板状材７の開口部側Ａの内縁を支持させると共に、その上に環状ガラスパッキン３
ａを介して透光材４の下縁を支持させる。この状態で、上枠体３の上部横片が環状ガラス
パッキン３ａを介して透光材４の上縁を押圧状に支持するように臨ませると共に、上枠体
３の下部横片がシール材３ｂを介して板状材７を上面（表面）側から押圧状に支持するよ
うに配し、下部横片からビス３ｃを打ち込むことにより、透光材４を上枠体３及び下枠体
２で挟持すると共に、板状材７の内縁を上枠体３（透過体）と下枠体２（周縁下地）とで
挟持する。
【００２２】
　前記のように、開口部Ａの桁行き方向及び水上側の縁部に位置する前記板状材７の端縁
（内縁）は、上枠体３（透過体）と下枠体２（周縁下地）とで挟持されるが、開口部Ａの
水下側には上枠体３が配されていないので、透光材４上を流下する雨水をせき止めること
なく円滑に外周用屋根材８ａ'から水下側の屋根材８に流下させることができる。
　開口部Ａの外側（周囲）には、外周用屋根材（以下、一般部の屋根材と区別するため外
周用屋根材という）８ａ，８ａ'，８ａ"が配され、さらにその外側には横葺き形式の屋根
材８が配され、吊子と称される保持部材９により取り付けられている。尚、図中、８４は
裏張り材、８５はバックアップ材である。そして、板状材７の外縁は、外周用屋根材８ａ
'，８ａ"の裏面に位置している。
　この開口部Ａの水下側では、板状材７Dは水下側に配された下枠体２Dの棟端に至って支
持され、その上面には、棟端が折り曲げられた外周用の屋根材８ａ'が配されているが、
この外周用屋根材８ａ'は、非透水性の弾性成形材（ブチルゴムシート）からなる薄層状
パッキン材８ｄを介して透光材４の水下側を支持している。そのため、透光材４の水下側
からの雨水が浸水しようとしても、薄層状パッキン材８ｄや外周用屋根材８ａ'の存在に
より、裏面側へ浸水することがない。
【００２３】
　また、透光材４の裏面側には、結露を受けるための透過材４'が配されているが、この
結露受用透過材４'の水下側の縁部を前記板状材７D上に受支させている。そのため、結露
受用透過材４'上に生じた結露は板状材７D上に導かれ、さらに板状材７Dの水下側の外縁
が、外周用屋根材８ａ'のさらに軒側に配される屋根材８の棟側成形部８３上まで延在し
ているので、結露はこの屋根材８上に導かれて排出される。さらに、前記透光材４の水下
側からの浸水が仮にあったとしても、これら結露受用透過材４'や板状材７Dの存在により
、裏面側へ浸入を防止できる。
【００２４】
　図示実施例では、ビス３ｃを打ち込む際に、断面形状が前記上枠体３と略対称状の略Ｚ
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字状である屋根材押縁と称される環状の補助枠体５（の下部横片）を、上枠体３（の下部
横片）の上側に沿わせて一体状に固定している。そして、打ち込んだビス３ｃの頭部を覆
うようにシール材５ａを充填状に配設した。
【００２５】
　図示実施例の屋根材８は、横葺き形式の屋根材であって、面板部８１の水下・水上側に
相互に係合可能な水下側成形部８２、水上側成形部８３を有する構成である。
　水上側成形部８３は、面板部８１の水上側の端縁を表面側に階段状に折曲すると共に、
水上側へ延在させ、さらにその端縁を水下側上方へ屈曲状に折り返した被保持部を設けた
形状である。
　水下側成形部８２は、面板部８１の水下側の端縁を裏面側に略垂直状に折曲し、その下
端を水上側に略水平状に延出させ、その端縁を表面側に階段状に折曲すると共にその先端
を水上側上方へ延在させた屈曲片を有する構成である。
　また、外周用屋根材８ａ，８ａ'，８ａ"は、前記屋根材８と部分形状が相似するもので
あって、開口部Ａの桁行き方向に配した屋根材８ａは、屋根材自体には特殊な加工はして
いないが、一般部の屋根材８より短く、形成されている。開口部Ａの水下側に配した外周
用屋根材８ａ'は、その水上側端縁が、前記補助枠体５や上枠体３と同様にビス３ｃにて
下枠体２に固定され、補助枠体５の上部横片との隙間には断面略矩形状のシール材５ｂが
取り付けられている。開口部Ａの水上側に配した外周用屋根材８ａ"は、その水下側端縁
が、前記補助枠体５（の上部横片）にビス５ｃにて固定されている。
【００２６】
　この屋根材８や外周用屋根材８ａ，８ａ'，８ａ"は、素材を特に限定するものではない
が、代表的には概ね０.４乃至１.６mm程度の表面化粧鋼板、ラミネート鋼板、メッキ鋼板
、ステンレス鋼板、アルミ合金板、チタン合金板、銅板等の公知の金属素材をロール成形
その他の手段で所定の形状に成形する。尚、硬質樹脂板や炭素繊維積層板等によっても同
様の形状に成形することができ、全てをそれらで施工することもできるし、前記金属素材
のものと組み合わせて施工することもできる。また、屋根材８の裏面には、結露防止、防
音、防火対策上の理由により、必要に応じてポリエチレンフォーム、グラスウールシート
等の裏貼り材を添装しても良い。
【００２７】
　前記屋根材８，８ａ，８ａ'を保持する保持部材９は、一般に吊子と称される部材であ
って、この図示実施例に用いた保持部材９は、屋根材８の水上側成形部８３を保持する保
持部と、支持部材６'上に沿わせて固定する固定部とを有する構成である。
【００２８】
　尚、前記実施例では、板状材７として、開口部Ａに相当する形状の孔部を有する一枚の
みの板状材を用いたが、複数の、例えば矩形状の開口部Ａに応じて４枚の板状材７を開口
部Ａの周囲から放射状に延在するように配してもよく、隣接する板状材７，７同士は接着
材兼止水材等により一体的に重合接続するようにしてもよい。
【００２９】
　このような構成を有する本発明の納め構造は、前記のように開口部Ａの桁行き方向及び
水上側に板状材７を防水材として配し、開口部Ａ側に位置する端縁（内縁）を弾性を有す
る止水材７０ａを介して透過体（上枠体３）と周縁下地（下枠体２）にて水密状に保持す
るので、板状材７の表面に上枠体３が圧着状に接して雨水が浸入する隙間の形成を防止で
きる。開口部Ａの水下側には上枠体３は配されておらず、水下側の縁部に位置する板状材
７Dは挟持されていないが、前記のように薄層状パッキン材８ｄや外周用屋根材８ａ'の存
在により、さらには結露受用透過材４'や板状材７Dの存在によって、裏面側へ浸水するこ
とがなく、高い雨仕舞い性能を得ることができる。
【００３０】
　また、図示実施例では、開口部Ａの水下側に配される板状材７Dの水下側の外縁が、外
周用屋根材８ａ'のさらに軒側に配される屋根材８の棟側成形部８３上まで延在している
ので、開口部Ａの水下側に配される板状材７D上の雨水が、軒側屋根材８上に排出され、
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流れ方向における雨水を確実に流下させることができる。
【００３１】
　さらに、図示実施例では、水上側に配された板状材７Uの水上側の外縁、桁行き方向に
配された板状材７の桁行き方向の外縁に水返し７１を設けたので、雨水の逆流を防止する
ことができ、裏面に雨水が浸水することを防止することができる。
【００３２】
　また、図示実施例では、開口部Ａの外側に外周用屋根材８ａ，８ａ'，８ａ"が配され、
さらにその裏面側に板状材７が防水材として配されているので、二重の防水構造となり、
雨仕舞に優れた納め構造を提供することができる。
【００３３】
　さらに、板状材７として非透水性の弾性体からなる板状材（ブチルゴムシート）を用い
た場合（断面構造は、図示実施例と全く同じであるため省略する）には、止水材７０ａが
なくても挟持部分が圧接状態になるため、より確実な水密性、止水性が得られるものとな
り、止水の信頼性が向上するものとなった。
【００３４】
　図３（ｂ），（ｃ）は、板状材７の開口部Ａ側に位置する内縁を挟持する別の態様を示
すものであり、これらの態様では、下枠体２'は滑り止め用の突起を備えていない単なる
平板状とし、前記環状ガラスパッキン３ａに代えて断面矩形状のシール材３Ｅ，３Ｆを用
いて上枠体３と下枠体２'との間に透光材４の周縁を保持している。また、板状材７の内
縁を挟持するためのビス３ｃが、前記図１及び図３（ａ）における下枠体２を屋根下地１
に取り付けるための取付ビス２０を兼ねている。
　そして、図３（ｃ）の態様では、前記図１及び図３（ａ）と同様に板状材７の内縁上に
透光材４の周縁が載置されてビス３ｃにて一連にビス止めされているが、図３（ｂ）の態
様では、板状材７の内縁はビス３ｃにてビス止めされていない。この場合、図１及び図３
（ａ），（ｃ）の態様では、ビス３ｃの締め付けが板状材７に強力に作用するという利点
があるものの、ビス３ｃにより水の浸水箇所が形成されるため、シール材（止水材）を必
要とする。それに対し、図３（ｂ）の態様では、ビス孔は形成されないという利点がある
が、止水材兼接着剤等を併用することが望ましい。
【００３５】
　図４に示す実施例は、透過体は、透光材４０とその桁行き方向及び水上側の縁部を支持
する支持フレーム４Ｂ，４Ｃ（４Ｂは枠状、４Ｃは環状フレーム）と枠状ガラスパッキン
４ａとからなる構成であり、支持フレーム４Ｂは透光材４０の上縁を、支持フレーム４Ｃ
は透光材４０の下縁を支持している。また、周縁下地は、バックアップ材６の端部にフレ
ーム（枠体２"）が固定されて構成されている。
【００３６】
　この図４の実施例と前記図１の実施例において開口部Ａ自体の大きさは同じであるが、
図４の実施例では図１における透光材４よりも流れ方向の寸法が長い透光材４０を用いた
ので、開口部Ａの水下側においては、支持フレーム４ＣDは透光材４０の水下側の端縁か
らやや離反した部分の裏面を止水材（ブチルゴムシート）７０ｃを介して支持（受支）し
ており、この支持枠体４ＣDと止水材（ブチルゴムシート）７０ｄを介して板状材７Dの端
縁を挟持している枠体２"Dも水下側の端縁からやや離反した部分に位置している。
　尚、図中、７０ｂは、透光材４０の裏面と外周用屋根材８ｂ'との間に充填される止水
材（ブチルゴム成形体）である。
【００３７】
　そして、前記板状材７の内縁は、開口部Ａの桁行き方向及び水上側に位置する端縁にお
いては、透過体（支持フレーム４Ｃ）と周縁下地（枠体２"）にて挟持され、開口部Ａの
水下側に位置する端縁は、挟持されていないが、前記図１の実施例と同様に結露受用透過
材４'の水下側の縁部を前記板状材７D上に受支させているため、結露受用透過材４'上に
生じた結露は板状材７D上に導かれ、さらに板状材７Dから外周用屋根材８ｂ'－水下側屋
根材８'の順に導かれて結露を排出することができる。さらに、前記透光材４の水下側か
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らの浸水が仮にあったとしても、これら結露受用透過材４'や板状材７Dの存在により、裏
面側へ浸入を防止できる。
【００３８】
　図５に示す実施例は、開口部Ａが屋根下地１（野地材１２）から上方へ突出（起立状）
するように形成された例であり、周縁下地は、前記図１の実施例と同様にＣ形鋼を組み合
わせた躯体１１上に野地材１２を敷設して構築される屋根下地１にフレーム（枠体２'"）
が固定されて構成されている。
【００３９】
　この図５の実施例では、透過体は透光材４とその水上側及び桁行き方向の端縁を支持す
る支持フレーム４Ｅとからなる構成であり、この支持フレーム４Ｅが縦長に成形されてい
るため、開口部Ａが屋根下地１から上方へ突出するように形成されている。尚、透光材４
の水下側には、透光材４の裏面を受支して透光材４の水平を保つスペーサ４Ｆを配してい
る。
　また、この実施例における透光材４の水上側及び桁行き方向の端縁を支持する支持フレ
ーム４Ｅは、透光材４の水上側及び桁行き方向の縁部を枠状ガラスパッキン４ａを介して
保持する枠状フレームであって、縦長の垂下片４３の下端に外向きに固定片４４が形成さ
れ、この固定片４４を周縁下地（枠体２'""）上に配した止水材（ブチルゴムシート）７
０ａに接地させている。
【００４０】
　そして、前記板状材７の内縁は、開口部Ａの桁行き方向及び水上側に位置する端縁にお
いては、透過体（支持フレーム４Ｅ）と周縁下地（枠体２'"）にて止水材（ブチルゴムシ
ート）７０ａを介して挟持され、開口部Ａの水下側に位置する端縁は、挟持されていない
が、前記図１の実施例や前記図４の実施例と同様に、結露受用透過材４'の水下側の縁部
を前記板状材７D上に受支させているため、結露受用透過材４'上に生じた結露は板状材７
D上に導かれ、さらに板状材７Dから外周用屋根材８ｃ'－水下側屋根材８'の順に導かれて
結露を排出することができる。さらに、前記透光材４の水下側からの浸水が仮にあったと
しても、これら結露受用透過材４'や板状材７Dの存在により、裏面側へ浸入を防止できる
。
【符号の説明】
【００４１】
　Ａ　開口部
　１　屋根下地
　２，２'　下枠体
　２"，２'"　枠体
　３　上枠体
　４，４０　透過体
　４'　（結露用）透過材
　４Ｂ，４Ｃ　支持枠体
　５　補助枠体
　６　バックアップ材
　６'　支持部材
　７　板状材
　８，８'　（一般部の）屋根材
　８ａ～８ｃ　（開口部外周の桁行き方向の）屋根材
　８ａ'～８ｃ'　（開口部外周の水下側の）屋根材
　８ａ"～８ｃ"　（開口部外周の水上側の）屋根材
　９　保持部材
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